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1.はじめに
近年，インターネットの急速な広がりのもと， WWW による情報検索が急増してきている。これに
より，各種データベースの公開もされ始め膨大な情報の中から希望する情報をどこからでも Web をと
おして検索が可能となり，また，パソコン上で使える小規模なデータベースを操作する言語が出現し
てきた。 本研修では，研究室での 1 C在庫が Web を手段として各部屋から検索できるように Web サ
ーバー (Apache) ，サーバサイドスクリプト (PHP/FI) ，データベース言語 (PostgreSQL) を使用したデー
タ検索システム(I c在庫管理システム ISMS(IC Stock Management System)) を構築した。また，ハー
ドの技術向上によりパソコンの部品が安価になったので，使用するパソコンの組立て， OS として linux
のインストーノレも行った。
2. パソコン組立
パソコン機は，最も多く使われてパーツの選択肢が広いAT互換 DOSN機とした。
2-1.組立に使用した主なパーツ(モジュール)
. c pU K6PR266 (AMD) 
・マザーボード P5A(ASUS) ATX BIOS': AWARD 
-メモリ SDRAM 64MB DIMM 
• F D D 3.5inch 2mode MF2256 (マクセル)
・ CD -R 0 M ICD-1200/AT (IMES) x8 IDE 
• HD D DTTA350640(IBM) 4GB IDE 
・ケース ATX 250W 
・キーボード 日本語 109key(NMB) 
・マウス PS/2 (logitech) 
• N 1 C NE2000 互換lOBaseT non PnP ISA 
・ビデオカード S3 Virge PCI 
使用するマザーボードは， ATX 規格， Socket7 型 CPU 搭載，カードの IRQ 指定可能な BIOS(既存の
NIC (Network Interface Card) が PnP未対応)を持つものを選択した。
2・2. パーツ選択の注意
ショップによっては， Windows95/98 での動作は保証しているが，他のos の場合無保証なので，イ
ンターネットなどからの動作ノミーツ一覧表を参考にした方が良い。また， Linux はフリーソフトのた
め，有志者がパーツのデ、パイスドライパを作成しているので，最新のパーツは控えた方が良い。
2・3. 組立手順
1) 組立パーツリストを作成し，ツーノレを揃える。
2) ケースから CD-ROM， FDD ドライブベイカバーを取り外す。
3) マザーボードを数個のスベーサを使ってケースに取り付ける。
4) マザーボードに電源コネクタ，フロントパネノレからのコネクタを接続する。
5) ドライブベイに HDD ， CD-ROM, FDD を装着する。
6) HDD, CD-ROM, FDD に電源コネクタ，ケープ、ノレコネクタを接続する。
7) マザーボードにビデオカード， NIC を装着する。
8) キーボード，マワス，モニタを接続する。
9)組立パーツリストを参考にパーツの装着漏れ，配線のチェックをする。
10) 電源スイッチを入れ， delete キーを押し続ける。 (BIOS モード)
11) システムに応じて BIOS(Basic Input/Output System) の設定をする。また， BIOS よりボードの電
源電圧， CPU ファンの回転数をチェックする。
??? ?
2・4. 組立注意点
1)マザーボード・・・取り付け前に，マザーボード、に各種ジャンパの設定やメモリー， CPU , CPU 
クーラー，各種ケーブノレ，背面板を取り付ける。
2) 1 DE コネクタのドライブ接続・・・最近の E 1 D E (Enhanced IDE) 対応のマザーボードには，
プライマリ/セカンダリの 2 つのコネクタがあり，また同じドライブ区別のため，マスタ，スレー
ブの設定が必要である占
( HDD 1 台と CD-ROM 1 台の場合は， HDD をプライマリのマスタ， CD-ROM をセカンダリのマ
スタに接続する。
( HDD 2 台と CD-ROM 1 台の場合は， HDD 2 台をプライマリのマスタ，スレーブに CD-ROM
をセカンダリのマスタに接続する。
3) ビデオカード・・・ OS インストーノレの XFree86 の設定の際， ビデオチップ， RAMDAC の型など
の設定があるので，装着前にそれらを控えておく 。
3.0Sインストール
最初， MSDOS or Windows の起動デ、イスクにより，ハードディスクに基本 MS-DOS 領域，拡張
MS-DOS 領域を確保し， 0 S (linux) を拡張 MS-DOS 領域にインストールする。
OS はカーネル，コマンドなどがパッケージされ，最も広く使われている Slackware Linux を使用し
た。Linux はフィンラント守のLinus Torvalds が作成したカーネルと， GNU などのコマンド群で構成され，対
応しているハードウェアが多い，インストールが簡単などの特徴がある。
インストーノレしたソフト: Slackware 3.4.0 Linux-2.0.35 (kemel) PJE-O.l.lcm XFree86-3.3.2 
3-1. Slackware のインストール
DOS ウインドウで， Slackware の CD-ROM よりこのシステムに合ったファイル(BARE.I， COLOR.GZ) 
を選択し，起動フロッピー (BootDisk ， RootDisk より成る mini Linux) を作成し， mini Linux を立ち
上げる。ログインして，スワップ，ルートの各パーティションの領域を設定し， setup コマンドにより
インストーラを起動する。 この起動により，先ほどのスワップ領域を有効化し，インストーノレするデ
ィスクセット(ビデオドライパ群，ユーティリティ群など)からファイノレを選択しインストーノレする。
なお，後で JE よりインストールするファイルがあれば選択しない方がよい。次に BootDisk より kemel
をインストールし，システムの環境設定として，緊急の為の起動用 .フロッピー(標準 BootDisk) の作
成，マウスの設定， LILO の設定，ネットワーク設定等を行った。 ここで LILO(LInux LOader) は， Wemer 
Almesberger が作成したLinux カーネルのブートローダで，その設定では，ハードディスクから起動す
るために MBR(Master Boot Record) を選択した。 (MBR は， OS を起動するためのプログラムを格納す
るディスク上の 512byte の領域で， LILO が MBR を使用するため， MBR(DOS 上)に上書きする)
3・2. カーネノレの再構築
パッケージでのカーネルが古いためパージョンアップ (linux-2.0.35) した。 再構築は GUI 用コマンド
xconfig でローダブ、ル・モジュール， CPU，ネットワーク，ファイルシステム，フロッピドライブなど
について行った。 NIC(PnP未対応 ISA カート . )を lilo に認識させるために， /etc/lilo.conf に以下を追加し
た。 なお IRQ (10) は， windows95 で[コントロールハ。 ネル][システム][デハ守イスマネーシ、、ヤ]により各デバイスで使われて
いない lRQ で，マザーボードの BIOS にも設定した。また， 1/0 ポートアドレス (Ox220) は， [コントロールハ。
ネル][システム][デバイスマネーγ ャ][ネットワークrr7' ~J [アr7' ~名][リソース]から知ることができた。
append "ether = 10,Ox220,ethO" 
3-3. J Eのインストール
J E (Japanese Extensions) は， Linux 用に移植，開発された日本語環境ソフトウェアのパッケージで，
日本語表示可能なターミナル，かな漢字変換システム， ASCII 日本語 TEX 等がバイナリ，ソースで入
っている 。 インストールは日本語コンソール (kon) と専用のインストーラ (ezinst) の起動により，パッ
ケージの選択をし，内容に沿って行った。
3・4. XFree86 の設定
XFree86 は， X を Linux ， FreeBSD など用にポーテイングしたもので，ビデオカードで使用されるチ
ップにより数種類のプログラム (X サーノ-\)がある。設定は GUI 用 XF86Setup でマウス，ビデオカード，
モニタ等のパラメータを選択，入力した。な JEパッケージのものは古いためパージョンアップした。
4.WWW とデータベースシステムの構成
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ネットワークに接続された端末などから， Web をとおして目的の情報をデータベースから得るシス
テムは， Web サーバ，データベース，その聞の情報受け渡しをするものから構成される。
Web サーバと DataBase サーバは，今来個別のホストで
あるが本システムでは同じホストで、行った。(右図参照)
5. Web サ}パ apache
Web サーバはネットワークに接続されたコンビュー
タで稼働し， Web クライアント(ブラウザ)からの要求
を待ち，要求のあった情報を見つけて， HTML(Hyper 
Text Markup Language) で記述されたドキュメントなど
で，ブラウザに供給するもので， NCSA, cem, apache な
どがある。 apache は， NCSA1.3 ，1.4 に多数のパグとセキ
ュリティホールを修正した Web サーバで，主に
unix，windows-NT など，世界で稼働している Web サーバ Webサーバと DataBaseサーバ
の約 50%が使われているといわれている。特徴として，
「モジュール」単位で拡張機能が追加できるため，不必要な機能がない分小さく高速であり， apache 
グ、ルーフ。サポートにより安定性があり，また多くの機能がある。
apache (apache_2.0.6) のコンパイルは， PHP/FI モジュールを組み込むために PHP/FI を先にコンパイ
ノレし，モジュール mod_php.* とライブラリ libphp.a をソース・ディレクトリに持ってきて行う。また，
サーバの立ち上げは，下記の設定ファイルを設定してから行う。
4凪
ブラウザ
本研修では同じホスト
正ヲ
データベース
• httpd.conf ・・・サーバの基本的なシステム・パラメータの設定
• srm.conf ・・・サーバが取り扱うリソース情報の設定
• access.conf ・・サーバ上のドキュメントに対するアクセス・コントロールとユーザ認証の設定
• mime.type ・・・サーバ上のドキュメントやデ}タ形式とファイルの拡張子との定義設定
6. サーバサイドスクリプト PHP/FI
以前， Web サーバは単純な事しか出来なかったため，少し凝ったページや本格的にデータベースと
連携させたシステムを作成するのに， CGI スクリプトを使わざるを得なかったが， Web サーバを拡張
する事によって，簡単に Web サーバ側でスクリプトを実行できるようになった。例えばユーザ別に異
なる情報を配信したり，要求に応じてダイナミックに情報を更新，表示する事ができる。クライアン
ト側のスクリプトには， Javascript，Java アプレットなどあり，またサーバ側には CGI，SSI，ASP などある。
現在普及していると思われる PHP/FI(Personal Home Page Construction Kit/Form Interpreter) は，もと
もと PHP と FI が別々のパッケージで開発され，後に統合され新たに作り直されものである。これは，
HTML ファイルに埋め込んで、使うスクリプト言語で，①初心者にも覚えやすい簡単な構文②デ、バッグ
が楽③豊富な外部プログラムへのインタフェース④サーバへの負担が軽い (apache の内部モジュール
として動作するため， CGI のように要求の度にプロセスをフォークしない)などの特徴があるが，特に
apache の Web サーバと組み合わせた時，サーバと同じプロセス空間(関数)で実行するので，起動する
オーバーヘッドがない。 PHP/FI の HTML ファイルの拡張子は，“phtml" である。
P即応I の機能には，以下のようなものがあり，また P田'IFI がサポートしている DBMS には，
PstgresSQL の他に Oracle，InformixIllustra，mSQL， mysql，Adabas，Sybase，などがある。なお， PHPIFI の他
に改良版として PHP3 が出ているが， P回'IFI の方が安定動作しているので，それを使用した。
??ポサのけけノ一フ
理ブ処イトの一フ一タ・ポ一クサJアツのムイ一一フキオ一フツフグク
ト'
スポ一サエのフ能タ機トンド一イ一ポのロサスプの一ツドベア一々ノ.コ一ル{子デイ漢種ア種各ブ各
6・1. PHP/FI の構文と PostgreSQL へのアクセス
PHP/FI スクリプトは， HTML ファイルで<?と>の特別なタグ間で記述し， perl に似ており，条件
文，制御構造，関数，ローカノレ変数などが使え，構文には①スクリプトの句切りは";"②変数は"$"では
じまる③変数の宣言が不要④ 1 次元の連想、配列が使えるなどがある。また，ファイル中に複数のスク
リプトを記述することができる。
? ?? ?
Postg陀SQL へのアクセスは， PHPIFI 内の"pι"で、始まる関数で SQL 文を渡すことによっ行われるが，
そのスクリプトは基本的に以下のようなサイクルで行われる。
①②③④⑤⑥ [接続]→ [SQL の実行〕→[結果の利用]→[結果の解放]→[接続解除]
アクセスに使われる主な関数とサンプルプログラムは以下のとおり。
① 
② 
③ 
④ 
④ 
⑤ 
⑥ 
関数名
pg_Connect 0 
pg_ExecO 
pg_ResultO 
pg_NumRows 0 
pg_NumFields 0 
pg_FreeResult 0 
pg_CloseO 
機 能
PostgreSQL データベースに接続し，接続 ID を返す
与えられた SQL を処理した結果 ID を返す
結果 ID から実際の結果を取得する
PostgreSQL の結果の行数を返す
PostgreSQL の結果の列数を返す
結果 ID が使用しているメモリの解放
PostgreSQL データベースからの接続を閉じる
<h七ml><bQdv>.く与口õng>-CC検索く/strong>
く了
;葬∞n甲q…C∞ω一O∞onn…O∞ω叫C白ω…aιl($conn , "selec七* from ic一table") i • • .)ζj 早加umm=Eζ関而品E5渓3;訂H註22忽3uiMt叫); dj i = 0; 
wh_ile ($i く $num) { ~ç:ho pg_Result ($resulし・・・・) i ・・・③
$i ++; T 関-51333T32i凶行e叫七); :::8 
> く /body>く /h七ml>
7. データベースと PostgreSQL
データベースは，様々な利用・応用を考慮、して格納されたデータの集まり，又は格納の仕組みであ
り，カード型とリレーショナル型がある。リレーショナル型データベース (RDB) は，データが複数の
関係(リレーション)によって構成される 2 次元表(テープ〉レ)の集まりになっており，ディスク上
の物理的な実表と実表の一部を取り出したもの，又は複数の実表を結合した仮想の表:ビュー表があ
る。また，データベースを構築し，管理していくための支援ソフトウェアがデータベース管理システ
ム DBMS(DataBase Management System) であり，そのデータ操作を行う言語の一つに SQL(Structure 
Query Language) がある。
SQL は 1897 年に ISO， JIS により規格化され， SQL1, SQL2, SQL3 へと機能拡張されている言語で，
①データベース定義(データ格納，機密保護等の定義)②データベース操作(データの登録，検索，更新，
削除)③トランザクション管理(アクセストラブ、ノレに対する復旧機能)の機能がある。また， SQL は RDB
の問い合わせ言語としても使用されるが， COBOL など、のプログラミング言語から起動される SQL 文
として主に使用される。以下に Web 検索で使用する主な SQL 文を示す。
SQL の区分 SQL 文 機 能
データ定義 CREATE テーブル，ビューなどを定義する
DROP テープ、ル， ビューを削除する
SELECT テーブルから条件にあったデータを検索する
INSERT テーブルに行を挿入する
データ操作 UPDATE テープ、ノレのデータを更新する
DELETE テーブルの行を削除する
COMMIT データベースの更新処理を確定する
ROLLBACK データベースの更新処理を取り消す
データ制御 GRANT テーブルのアクセス権限を与える
REVOKE テーブルへのアクセス権限を取り上げる
7-1. PostgreSQL 
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PostgreSQL は，カリフォルニア大学バークレイ校の Michael Stonebraker 教授らが次世代 DBMS のプ
ロトタイプとして作成した Postgres に， SQL 機能を付加した Postgres95 により SQL 機能を充実させた
ものである。 また， PostgreSQL はフリーソフトであり，実用的には主に検索中心，同時使用 3 2 ユー
ザ以下，データ件数数十万レコード以下の条件に耐えられる。以下にその特徴を示す。
① 1 つのデータベースサーバを多数のクライアントでアクセスするサーバ/クライアント方式( C/C++ , PHP/FI, perl, Java 等とのプログラミングインタフェースを持つ
③標準 S Q L (SQL92 のサブセット)でサポートする。
④UNIX コマンドからの呼び出しができる。
研修で、は postgresql-6.3.2.tar.gz，jumbo.patch.gzpsqlj.tar.gz (メッセージ，ヘルプの日本語化ノミッチ)を使用。
7・2. PostgreSQL の立ち上げ
PostgreSQL の立ち上げは以下のとおり 。 ただし，先だって PostgreSQL の管理用アカウト"postgres"
のユーザ登録をし，ユーザ postgres になってから行う。
① i凶tdb によりデータベースの初期化をする。 (root で行うと，セキュリティホールになる)
② pιhba.conf にクライアントからのアクセス受付の設定をする。
③データベース監視デーモン postmaster を立ち上げる。 (PostgreSQL のパックエンドプロセス)
④ createuser によりデータベースのユーザ登録をする。
(Web での httpd の実行ユーザは一般に、obody"。なお，ユーザ抹消は destroyuser)
8. 簡易データベースの作成
簡易データベースとして，研究室の 1 C在庫について作成した。 1 C は SN74 シリーズ (TTL) のノーマ
ル， S. LS. ALS の 4 シリーズとした。 以下に作成順を示すが，データベース作成のためのユーザになっ
てから行う 。 テーブ、ノレの作成，テーブルへのデータの挿入は， PostgreSQL にユーティリティとして付
属している psql を使用した。(本来 psql は，対話的に SQL を実行するクライアントアプリケーション
であるが，これらは psql 特有のコマン ドでできる。)
1) テーブルの作成とデータ挿入
①データベース (ic_stock) の作成 (crea七edb データへやース名)
②テーブルの作成
IC のシリーズを格納するテーブル ic_series ， IC の在庫数を格納するテーブル ic_quant ， IC の価格
を格納するテーブル ic_price の 3 つを作成し， IC 名 (name) を主キー (primary key) として各テーブ
ルのリレーションをとった。 (create table 表名(列名データ型[列名データ型・・・ J))
③テーブルへのデータ挿入
テーブルに多 く のデータを一度に挿入するために，あらかじめ作成したデータファイルをテープ、
ルに挿入する。 (copy テー7寺 lレ名 from データ77イル名 using delimiters " ') 
④テーブルへのアクセス許可
テープ、ルへのアクセスは， Web から行うので Web サーバの実行アカウント "nobody吋こ対してデー
タ操作に関するアクセス権限を与える。 (grant 処理名 on テー7" Iv名 to nobody) 
2) データ検索
ISMS は， IC 在庫検索， IC 出庫更新， IC 入庫更新とトップページであるメインページから成ってお
り，各ページへの移動はメインページから行う 。 (図 A) ISMS の要点として，1)各ページで入力す
る IC 個数，価格については，数値入力のチェックを正規表現で、行った。 2) 出庫更新と入庫更新へのア
クセスは，それぞれ許可された者のアクセスとするために，それぞ、れで、ユーザ認証を行っている。 3)
出庫更新と入庫更新には， トランザクション管理機能を取り入れた。これは①更新している時，同一
データに対して読み取りや書き込みもできなくするような仕組み②ある項目の更新で A.B 2 つのテー
プ、ルを更新するとき，テーブル A を更新した後(実際はテンポラリー上)テーブル B を更新中異常があ
った場合，テーブルA を更新前に戻すという機能である。
・在庫検索・・・ IC の在庫検索で，検索には 1 つの IC 名指定とシリーズ指定(複数指定可)があり，
結果は IC 名，数量，価格が表示される，なお，シリーズ指定の場合はそのシリー
ズ全ての IC の一覧を表示する。 SQL 文は select を使用。 (図 B ， C)
・ IC 出庫更新・・在庫している IC の引き出し更新で，入手したい IC 名と個数を入力する。結果は IC
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名，更新前在庫数，出庫数，更新在庫数を表示するが，希望数が在庫数より多い
場合は，出庫数は在庫数となり赤色で注意を促し希望数も表示し，出庫数の結果
で表示をダイナミックに替えている。 SQL 文は update を使用。(図D ， E ， F)
・ IC 入庫更新・ .IC を在庫することによる更新で，すでに在庫しているものは追加，在庫してない
ものは新規登録となる。入力は在庫したい IC 名，個数，価格，追加と新規の区別
で，結果は IC 名，更新前在庫数，入庫数，更新後在庫数，更新前価格，更新後価
格， IC シリーズを表示する。 SQL 文は update，insert を使用。
図 :A 図 :B 図 :C
図 :D 図 :E 図 :F
9. まとめ
パソコンの組立では，新製品のパーツが多くLinux 動作パーツ一覧に無いものや， CPU，メモリの低
価格化もあり選択に決断を要した。また，パーツの初期不良のチェックのため 1 週間通電を行った。
データベースの検索では，アクセス制限，ユーザ認証を Web サーバ上で行い，研究室内のブラウザか
らアクセスできるようになり， IC 在庫管理の利便性を図ることの確認ができた。また，日常研修を遂
行する中， PHP/FI と PostgreSQL によるデータベース作成に関することが，雑誌での特集や連載，書
籍の発刊の相次ぎゃ， Linux に関して大手ソフトメーカからの発売参入などニーズの高まりを感じた。
この研修において，組み立て， OS インストール， Web サーバ立ち上げ，データベース検索の一貫し
た構築技術を修得することができた。
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